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市
長
の
退
職
の

期
日
に
同
意

八
月
二
十
三
日
に
第
二
回
市
議
会
臨
時
会
が

開
催
さ
れ
、
市
長
の
退
職
の
期
日
に
関
し
全
会

一
致
で
同
意
し
ま
し
た
。
こ
の
同
意
は
、
土
屋

正
忠
前
市
長
が
衆
議
院
議
員
選
挙
に
立
候
補
す

る
た
め
、
退
職
の
申
出
を
八
月
十
八
日
に
市
議

会
議
長
に
行
っ
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
す
。
地

方
自
治
法
に
よ
り
、
市
長
が
退
職
す
る
場
合
、

退
職
す
る
日
の
二
十
日
前
ま
で
に
申
し
出
ま
す

が
、
申
出
後
二
十
日
以
内
に
退
職
を
希
望
す
る

場
合
に
は
、議
会
の
同
意
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

同
意
後
、
土
屋
前
市
長
は
退
職
の
挨
拶
で
、

二
十
二
年
と
四
ヵ
月
に
わ
た
る
任
期
を
振
り

返
り
、
任
期
半
ば
で
退
職
し
、
国
政
に
出
る

こ
と
を
決
め
た
最
大
の
理
由
は
、
本
市
と
本

市
の
市
民
が
成
し
遂
げ
て
き
た
こ
と
を
、
国

の
制
度
設
計
を
行
っ
て
い
る
霞
ヶ
関
や
永
田

町
に
訴
え
、
生
か
し
て
い
き
た
い
た
め
で
あ

る
と
述
べ
、
申
し
出
の
通
り
八
月
二
十
九
日

を
も
っ
て
武
蔵
野
市
長
を
退
職
し
ま
し
た
。

臨
時
会
で
は
こ
の
ほ
か
に
、
九
月
十
一
日
に

実
施
さ
れ
た
、
衆
議
院
議
員
選
挙
及
び
最
高
裁

判
所
裁
判
官
の
国
民
審
査
の
執
行
に
要
す
る
経

費
の
予
算
措
置
を
内
容
と
す
る
補
正
予
算
の
専

決
処
分
を
全
会
一
致
で
承
認
し
ま
し
た
。

平
成
十
六
年
度
決
算
を
認
定

平
成
十
六
年
度
の
決
算
が
九
月
二
十
九
日

の
本
会
議
に
お
い
て
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

「
平
成
十
六
年
度
武
蔵
野
市
決
算
の
認
定

に
つ
い
て
」
と
「
平
成
十
六
年
度
武
蔵
野
市

水
道
事
業
会
計
決
算
の
認
定
に
つ
い
て
」
の

二
議
案
は
、
二
十
日
に
設
置
さ
れ
た
決
算
特

別
委
員
会
に
付
託
さ
れ
、
実
質
四
日
間
の
審

査
を
行
い
、
二
十
七
日
の
委
員
会
最
終
日
の

討
論
終
了
後
、
両
議
案
と
も
認
定
す
べ
き
も

の
と
決
し
ま
し
た
（
二
・
三
面
に
決
算
特
別

委
員
会
審
査
概
要
を
掲
載
）。

二
十
九
日
の
本
会
議
で
は
、
両
議
案
に
つ
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八
月
二
十
三
日
に
会
期
一
日
で
開
か
れ
た
第
二
回
臨
時
会
は
、
市
長
の
退
職
の
期
日
に
関

す
る
同
意
が
さ
れ
た
ほ
か
、
市
長
提
出
議
案
の
専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

（
平
成
十
七
年
度
武
蔵
野
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
二
回
））
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

九
月
二
日
か
ら
開
か
れ
た
第
三
回
定
例
会
は
、
九
月
二
十
九
日
に
閉
会
し
ま
し
た
。
平
成

十
六
年
度
の
武
蔵
野
市
各
会
計
の
決
算
の
認
定
、
武
蔵
野
市
非
常
勤
消
防
団
員
等
公
務
災
害

補
償
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
な
ど
十
三
件
の
市
長
提
出
議
案
、
市
立
小
・
中
学
校
就

学
者
に
対
す
る
教
育
費
助
成
に
関
す
る
意
見
書
の
議
員
提
出
議
案
の
議
決
の
ほ
か
、
七
人
の

議
員
が
一
般
質
問
を
行
う
な
ど
、
活
発
な
議
論
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

第
二
回
市
議
会
臨
時
会
・

第
三
回
市
議
会
定
例
会
閉
会

い
て
、
松
本
清
治
決
算
特
別
委
員
長
が
委
員

会
で
の
審
査
経
過
の
報
告
を
行
い
、
質
疑
の

後
に
、
日
本
共
産
党
武
蔵
野
市
議
団
、
む
さ

し
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
の
代
表
、
会
派
に
属
さ

な
い
議
員
一
名
が
「
平
成
十
六
年
度
武
蔵
野

市
決
算
の
認
定
に
つ
い
て
」
に
は
反
対
、

「
平
成
十
六
年
度
武
蔵
野
市
水
道
事
業
会
計

決
算
の
認
定
に
つ
い
て
」
に
は
賛
成
討
論
を

行
い
、
自
由
民
主
ク
ラ
ブ
、
民
主
・
市
民
ネ

ッ
ト
、
市
議
会
市
民
ク
ラ
ブ
、
市
議
会
公
明

党
の
代
表
が
両
議
案
に
賛
成
の
討
論
を
行
い

ま
し
た
。

こ
の
後
、
採
決
を
行
い
、「
平
成
十
六
年

度
武
蔵
野
市
決
算
の
認
定
に
つ
い
て
」
は
賛

成
多
数
で
、「
平
成
十
六
年
度
武
蔵
野
市
水

道
事
業
会
計
決
算
の
認
定
に
つ
い
て
」
は
全

会
一
致
で
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

●市議会だよりは、市民の
みなさんからの公募写真を
一面に掲載しています。次
回の応募要領については、
6面をごらんください。
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問

清
掃
手
数
料
が
有
料
化
さ
れ
た

一
方
、
資
源
物
収
集
業
務
に
六
億
四

千
百
四
十
万
円
か
か
っ
て
い
る
。
清

掃
事
業
収
支
は
今
後
ど
の
よ
う
に
な

る
の
か
。

答

手
数
料
、
委
託
料
等
さ
ま
ざ
ま

な
側
面
が
あ
り
、
収
支
の
予
測
は
難

し
い
。
総
合
的
な
観
点
か
ら
対
策
を

立
て
る
必
要
が
あ
る
。
国
の
容
器
リ

サ
イ
ク
ル
法
見
直
し
な
ど
に
も
注
視

し
て
い
き
た
い
。

問

雑
入
の
弁
償
金
で
、
収
入
未
済

額
九
千
五
百
万
円
、
不
能
欠
損
額
三

百
七
十
万
円
と
あ
る
が
、
具
体
的
に

は
ど
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
の
か
。

所
得
譲
与
税
を
一
般
財
源
化
す
る
措

置
が
と
ら
れ
て
い
る
。

問

職
員
の
退
職
時
昇
給
、
土
日
勤

務
手
当
支
給
は
今
も
行
わ
れ
て
い
る

の
か
。

答

退
職
時
昇
給
は
既
に
廃
止
し
た
。

土
日
勤
務
手
当
は
組
合
に
廃
止
の
提

案
を
し
た
が
、
反
対
に
あ
っ
て
い
る
。

問

職
員
の
給
料
表
の
上
昇
カ
ー
ブ
に

つ
い
て
、
都
の
表
と
比
較
し
て
い
る
と

の
こ
と
だ
が
、
検
討
状
況
を
伺
う
。

答

本
市
の
職
員
給
料
表
は
年
功
序

列
型
で
あ
る
。
今
年
の
人
事
院
勧
告

で
は
高
年
層
を
引
き
下
げ
、
若
年
層

を
引
き
上
げ
る
と
い
う
方
向
が
示
さ

れ
て
お
り
、
マ
イ
ナ
ス
勧
告
の
中
で

見
直
し
は
難
し
い
が
、
鋭
意
取
り
組

み
た
い
。

問

平
成
十
六
年
度
の
職
員
定
数
削

減
の
方
針
及
び
実
施
状
況
を
伺
う
。

答

平
成
八
年
に
策
定
し
た
行
財
政

改
革
を
推
進
す
る
た
め
の
基
本
方
針
、

第
三
次
職
員
定
数
適
正
化
計
画
、
長

期
計
画
等
に
基
づ
き
職
員
の
嘱
託
・

委
託
化
を
進
め
て
い
る
。
清
掃
業
務
、

保
育
園
給
食
調
理
に
か
か
わ
る
職
員

及
び
保
育
士
の
減
員
を
行
い
、
健
康

づ
く
り
支
援
セ
ン
タ
ー
準
備
、
ケ
ー

ス
ワ
ー
カ
ー
、
子
育
て
Ｓ
Ｏ
Ｓ
支
援

セ
ン
タ
ー
等
の
職
員
を
増
員
し
た
。

問

三
位
一
体
改
革
に
よ
っ
て
、

国
・
都
か
ら
の
保
育
所
運
営
費
負
担

金
が
廃
止
さ
れ
た
が
、
影
響
は
あ
っ

た
の
か
。

答

公
立
保
育
園
分
の
保
育
所
運
営

費
負
担
金
は
廃
止
さ
れ
、
暫
定
的
に

問

子
ど
も
の
食
に
関
す
る
業
務
に

つ
い
て
、
今
後
の
展
開
を
伺
う
。

答

子
ど
も
の
夜
更
か
し
、
食
の
乱

れ
等
、
食
の
問
題
を
中
心
と
し
た
キ

ャ
ン
ペ
ー
ン
事
業
を
考
え
て
い
る
。

問

昨
年
起
き
た
住
民
票
の
な
り
す

ま
し
取
得
事
件
後
の
対
策
に
つ
い
て

伺
う
。

答

本
人
確
認
を
厳
格
化
す
る
た
め

の
「
事
務
取
扱
要
綱
」
を
七
月
一
日

に
施
行
し
、
現
在
運
用
し
て
い
る
。

問

庁
用
車
の
運
行
を
東
京
都
の
よ

う
に
外
部
委
託
す
る
考
え
は
あ
る
か
。

答

助
役
車
は
既
に
運
転
の
委
託
を
行

っ
て
い
る
。
今
後
、
委
託
を
増
や
す
か

ど
う
か
は
、
研
究
し
て
い
き
た
い
。

問

市
政
セ
ン
タ
ー
の
夜
間
窓
口
職

員
の
体
制
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

答

一
日
三
名
体
制
で
あ
る
。
フ
レ

ッ
ク
ス
タ
イ
ム
を
導
入
し
、
職
員
の

超
過
勤
務
手
当
約
三
百
万
円
を
削
減

し
た
。

問

武
蔵
野
公
会
堂
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
セ
ン
タ
ー
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
対
策

等
に
つ
い
て
、
改
修
の
計
画
は
あ
る

の
か
。

答

長
期
計
画
を
検
討
す
る
過
程
で

広
く
議
論
し
て
い
き
た
い
。

答

生
活
保
護
費
の
返
還
金
千
四
百

万
円
を
初
め
と
し
て
、
福
祉
型
住
宅

の
共
益
費
、
児
童
手
当
等
返
還
金
な

ど
が
主
な
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

問

武
蔵
野
市
は
固
定
資
産
税
が
高

い
の
で
は
な
い
か
と
い
う
、
誤
っ
た

問
い
合
わ
せ
を
聞
く
が
、
広
く
正
し

く
広
報
し
て
い
く
べ
き
で
は
な
い
か
。

答

担
当
で
も
そ
の
都
度
説
明
し
て

い
る
。
全
国
同
一
の
標
準
税
率
に
よ

っ
て
課
税
し
て
い
る
の
で
、
固
定
資

産
税
が
高
い
と
い
う
こ
と
は
な
い
。

市
報
特
集
号
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど

で
も
説
明
し
て
い
る
が
、
今
後
も
広

報
に
努
め
た
い
。

問

ジ
ャ
ン
ボ
リ
ー
に
お
け
る
、
台

風
時
等
の
危
機
管
理
体
制
を
伺
う
。

答

地
区
の
責
任
者
と
市
の
管
理
職

で
連
携
し
、
非
常
時
の
避
難
方
法
な

ど
を
協
議
す
る
体
制
を
と
っ
て
い
る
。

さ
ら
に
、
指
揮
命
令
系
統
を
明
確
化

し
、
来
年
度
に
向
け
整
理
し
て
い
く
。

問

認
知
症
発
症
・
進
行
予
防
に
関
す

る
学
際
的
研
究
事
業
の
実
施
内
容
は
。

答

高
齢
者
健
康
基
礎
調
査
を
実
施

し
、
認
知
症
予
防
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
３

グ
ル
ー
プ
で
開
始
、
指
導
者
の
育
成

や
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
、
講
演
会
等
を
実

施
し
た
。

問

家
具
転
倒
防
止
金
具
取
り
つ
け

事
業
の
申
請
が
十
六
年
度
に
急
増
し

た
理
由
は
。

答

中
越
地
震
や
ス
マ
ト
ラ
沖
大
地

震
お
よ
び
イ
ン
ド
洋
津
波
が
起
き
た

問

小
・
中
学
校
の
災
害
対
策
用
井
戸

の
か
ぎ
の
管
理
と
作
動
確
認
の
状
況
は
。

答

月
一
回
、
防
災
課
職
員
が
井
戸
の

ポ
ン
プ
を
動
か
し
、
電
気
設
備
の
点
検

や
簡
単
な
水
質
検
査
を
行
っ
て
い
る
。

問

震
災
対
策
の
ビ
デ
オ
を
制
作
し
た

と
の
こ
と
だ
が
、
小
・
中
学
校
の
教
育

に
活
用
す
る
こ
と
は
考
え
て
い
な
い
か
。

答

今
後
、
学
校
や
自
主
防
災
組
織

で
の
活
用
を
考
え
た
い
。

問

ム
ー
バ
ス
新
路
線
に
つ
い
て
ど

の
よ
う
な
調
査
を
行
っ
て
い
る
の
か

伺
う
。

答

交
通
不
便
・
空
白
地
域
を
対
象

に
、
内
部
で
詳
細
な
調
査
を
行
っ
て

い
る
。

問

外
環
道
路
を
大
深
度
地
下
で
通

し
た
場
合
の
地
上
部
の
扱
い
に
つ
い

て
、
都
や
近
隣
区
市
と
の
話
し
合
い

は
行
っ
た
の
か
。

答

今
後
、
周
辺
の
ま
ち
づ
く
り
・

道
路
整
備
等
に
つ
い
て
各
自
治
体
と

協
議
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

問

吉
祥
寺
駅
南
口
の
暫
定
広
場
開

発
の
進
捗
状
況
は
。

答

現
状
で
は
土
地
計
測
も
済
ん
で

お
ら
ず
、
建
物
の
調
査
と
併
せ
て
お

願
い
し
て
い
る
状
況
だ
。
今
後
も
誠

意
を
も
っ
て
努
力
し
て
い
き
た
い
。

問

セ
カ
ン
ド
ス
ク
ー
ル
の
今
後
に

つ
い
て
ど
の
よ
う
に
考
え
る
か
。

答

現
代
の
子
ど
も
は
自
然
体
験
、

直
接
体
験
が
欠
け
て
い
る
中
で
、
セ

カ
ン
ド
ス
ク
ー
ル
の
意
義
を
学
校
、

保
護
者
に
再
認
識
さ
せ
る
こ
と
が
重

要
だ
。
教
育
企
画
会
議
の
中
で
、

小
・
中
学
校
９
年
間
を
通
じ
て
の
宿

泊
体
験
学
習
の
今
後
の
あ
り
方
に
つ

い
て
総
合
的
に
検
討
し
て
い
く
。

問

修
学
旅
行
の
業
者
が
偏
り
、
金

額
も
高
い
と
感
じ
る
が
見
直
す
予
定

は
あ
る
か
。

問

シ
ニ
ア
活
力
ア
ッ
プ
推
進
事
業
の

一
年
間
の
成
果
は
ど
う
だ
っ
た
の
か
。

答

終
了
後
の
調
査
で
は
、
総
合
体
育

館
や
地
域
健
康
ク
ラ
ブ
、
不
老
体
操
等

で
運
動
を
継
続
し
て
い
る
方
が
多
い
。

問

歯
科
医
療
連
携
推
進
事
業
の
実

施
内
容
は
。

答

協
力
医
療
機
関
名
簿
と
地
図
を

作
成
し
、
地
図
を
各
福
祉
施
設
等
に

配
布
し
た
。
そ
の
他
、
市
民
対
象
の

講
演
会
、
専
門
職
や
協
力
医
対
象
の

研
修
会
等
を
実
施
し
た
。

問

コ
ー
ジ
ェ
ネ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
シ

ス
テ
ム
設
置
は
予
算
計
上
さ
れ
て
い

た
が
ど
う
な
っ
た
の
か
。

答

当
初
衛
生
費
で
予
算
計
上
し
た

が
、
環
境
教
育
の
観
点
か
ら
大
野
田

小
に
設
置
す
る
こ
と
と
な
り
、
教
育

費
で
執
行
し
た
。

問

ご
み
収
集
作
業
時
間
中
に
喫
煙

し
て
い
る
職
員
を
多
く
見
か
け
る
が
、

し
っ
か
り
指
導
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

答

以
前
か
ら
運
転
中
や
収
集
中
は

禁
煙
す
る
こ
と
を
徹
底
し
て
い
る
と

こ
ろ
だ
が
、
再
度
徹
底
を
図
り
た
い
。

問

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
爆
発
事
故

以
後
、
危
険
物
の
搬
入
状
況
は
ど
う

な
っ
て
い
る
の
か
。

答

季
節
等
で
変
動
は
あ
る
が
、
卓

上
ガ
ス
ボ
ン
ベ
は
一
日
平
均
千
か
ら

千
二
百
本
搬
入
さ
れ
、
職
員
が
一
本

ず
つ
穴
を
開
け
ガ
ス
を
抜
い
て
い

る
。

問

ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
麦
わ
ら
帽

子
は
、
姉
妹
・
友
好
都
市
と
の
交
流

な
ど
の
目
的
が
あ
り
、
増
収
増
益
の

み
が
目
的
で
は
な
い
に
し
て
も
、
新

た
な
経
営
努
力
が
必
要
で
は
な
い
か
。

答

十
六
年
度
に
は
保
育
園
、
学
校

給
食
に
麦
わ
ら
帽
子
の
食
材
の
提
供

を
行
っ
て
い
る
。
収
益
は
徐
々
に
伸

び
て
い
る
状
況
で
あ
り
、
今
後
も
さ

ら
に
顧
客
開
拓
に
努
め
て
行
き
た
い
。

問

市
民
農
園
を
今
後
増
や
す
こ
と

は
検
討
し
て
い
る
の
か
。

答

市
民
農
園
へ
の
申
込
み
倍
率
は

２
倍
前
後
あ
る
た
め
、
農
地
所
有
者

よ
り
農
地
を
貸
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
、

受
け
入
れ
て
い
き
た
い
。

問

九
月
四
日
の
大
雨
で
は
、
吉
祥

寺
北
町
な
ど
で
浸
水
し
た
が
、
貯
水

槽
を
拡
張
、
増
設
す
る
な
ど
抜
本
的

な
対
策
が
必
要
で
は
な
い
か
。

答

九
月
四
日
の
雨
は
想
定
を
超
え
て

お
り
、
雨
水
の
処
理
が
到
底
間
に
合
う

も
の
で
は
な
か
っ
た
。
市
内
は
一
時
間

に
五
十
ミ
リ
ま
で
の
降
雨
量
を
想
定
し

て
整
備
さ
れ
て
お
り
、
抜
本
的
な
対
策

は
な
か
な
か
難
し
い
と
考
え
て
い
る

が
、
最
大
限
努
力
し
て
い
き
た
い
。

問

水
好
き
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
お
け

る
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
販
売
の
意
義
と
今

後
の
展
開
に
つ
い
て
伺
う
。

答

飲
料
水
の
水
道
水
離
れ
が
進
ん
で

い
る
中
、
お
い
し
い
水
道
水
の
効
果
的

な
Ｐ
Ｒ
と
し
て
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
を
使
用

し
た
。
昨
年
は
水
道
水
通
水
五
十
周
年

で
十
一
万
二
千
本
を
販
売
、
配
布
し
た

が
、
今
年
は
半
分
程
度
と
考
え
て
い
る
。

〈
一
般
会
計
、
四
特
別
会
計
〉

審
査
に
付
さ
れ
た
各
会
計
の
歳
入
歳

出
決
算
書
及
び
付
属
書
類
は
、
法
令
に

準
拠
し
て
作
成
さ
れ
て
お
り
、
決
算
の

計
数
は
、
関
係
諸
帳
簿
及
び
証
拠
書
類

と
照
合
し
た
結
果
、
誤
り
は
な
い
も
の

と
認
め
ら
れ
た
。

ま
た
、
こ
れ
ら
に
伴
う
会
計
事
務
処

理
は
法
令
等
に
従
っ
て
適
正
に
執
行
さ

れ
て
お
り
、
さ
ら
に
基
金
の
運
用
状
況

を
示
す
書
類
の
金
額
は
、
基
金
出
納
簿

及
び
証
書
類
と
符
合
し
、
計
数
は
正
確

な
も
の
と
認
め
ら
れ
た
。

地
方
分
権
が
着
実
に
進
む
中
、
住
民

に
身
近
な
地
方
自
治
体
の
役
割
が
ま
す

ま
す
重
要
に
な
っ
て
く
る
。
厳
し
い
財

政
状
況
下
に
お
い
て
、
住
民
の
多
様
か

つ
高
度
な
ニ
ー
ズ
に
適
切
に
対
応
す
る

た
め
、
各
種
財
源
を
確
保
す
る
と
と
も

に
、
事
務
事
業
を
常
に
見
直
し
、
時
代

の
変
化
に
対
応
し
た
新
た
な
課
題
に
適

切
に
対
応
で
き
る
組
織
体
制
の
確
立
、

人
材
の
育
成
を
行
う
な
ど
、
健
全
で
効

率
的
な
行
政
運
営
に
取
り
組
ま
れ
る
こ

と
を
期
待
す
る
。

〈
水
道
事
業
会
計
〉

審
査
に
付
さ
れ
た
決
算
諸
表
は
、
地

方
公
営
企
業
法
そ
の
他
関
係
法
令
に
準

拠
し
て
作
成
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
計
数

は
正
確
で
あ
り
、
関
係
諸
帳
簿
と
合
致

し
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
た
。

ま
た
、
決
算
諸
表
は
、
水
道
事
業
の

経
営
成
績
及
び
財
政
状
況
を
適
正
に
表

示
し
て
い
る
も
の
と
認
め
ら
れ
た
。

監
査
委
員
　
内
田
　
博
／
鈴
木
有
臣

答

本
市
の
金
額
が
全
都
平
均
よ
り
高

い
と
い
う
こ
と
は
な
い
が
、
今
年
度
か

ら
業
者
、
保
護
者
と
共
に
旅
行
の
内
容

や
金
額
に
つ
い
て
検
討
を
行
っ
て
い
る
。

問

武
蔵
野
地
域
自
由
大
学
の
講
座

内
容
を
充
実
さ
せ
る
考
え
は
あ
る
か
。

答

現
在
、
独
自
の
講
座
と
し
て
５

大
学
の
教
養
講
座
を
設
け
て
い
る
が
、

よ
り
専
門
性
の
あ
る
講
座
を
設
置
す

る
こ
と
が
今
後
の
課
題
で
あ
る
。

問

学
校
運
営
交
付
金
の
使
途
に
つ

い
て
教
育
委
員
会
に
よ
る
指
導
は
行

わ
れ
て
い
る
の
か
。

答

交
付
金
の
趣
旨
は
各
学
校
長
に

予
算
執
行
権
を
与
え
、
特
色
あ
る
学

校
づ
く
り
に
役
立
て
て
も
ら
う
こ
と

に
あ
る
。
要
綱
や
簡
単
な
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
は
あ
る
が
、
そ
の
他
は
校
長
の

判
断
に
任
せ
て
い
る
。

認
知
症
発
症・進
行
予
防

に
関
す
る
学
際
的
研
究

事
業
の
成
果
は

九
月
四
日
の
大
雨

抜
本
的
な
対
策
が
必
要
で
は

災
害
対
策
用
井
戸
の

管
理
体
制
は

セ
カ
ン
ド
ス
ク
ー
ル

の
今
後
は

水
好
き
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

今
後
の
展
開
は

職
員
定
数
削
減
の
実
施
状
況
は

清
掃
事
業
収
支
の
今
後
は

子
ど
も
の
食
に
関
す
る
取
り
組
み
今
後
の
展
開
は

総
　
務
　
費

衛
　
生
　
費

土
　
木
　
費

農
業
・
商
工
費

決算特別委員会は9月20日、委員11名からなる決算特別委員会を設置し、正副委員長を選出し
ました。決算の審査は、9月21日から27日までの実質4日間で行われました。一般会計及び4特
別会計の歳入決算総額、920億6,762万円、同歳出決算総額、890億9,721万円で29億7,041万円
が翌年度へ繰り越されました。また、水道事業会計の収益的収入及び支出は、収入36億5,851万
円、支出30億8,154万円で、差し引き5億7,697万円（消費税等控除後）の純利益となりました。
以下は各委員から、昨年度の決算について議論が行われた決算特別委員会の審査概要です。

消
　
防
　
費

下
水
道
事
業
会
計

水
道
事
業
会
計

監
査
意
見
書

教
　
育
　
費

審査した特別委員

平成16年度決算審査に当たった
特別委員の氏名は、次のとおり。
◎松本　清治　○土屋美恵子
田辺あき子　　梶　　雅子
近藤　和義　　田中　節男
三宅　英子　　砂川なおみ
井口　良美　　石井　一徳
桑津昇太郎　　

◎印委員長　○印副委員長

松本 清治 決算特別委員長

こ
と
が
影
響
し
て
い
る
と
考
え
る
。

問

友
愛
訪
問
を
、
日
赤
奉
仕
団
に

だ
け
お
願
い
し
て
い
る
の
は
問
題
が

あ
る
の
で
は
な
い
か
。

答

他
団
体
に
も
お
願
い
す
る
場
合
、

個
人
情
報
を
漏
ら
さ
な
い
と
い
う
確

認
書
を
団
体
と
取
り
交
わ
す
必
要
が

あ
る
た
め
慎
重
に
検
討
す
る
。

問

児
童
虐
待
に
つ
い
て
い
か
に
情

報
を
集
め
て
い
く
の
か
。

答

関
係
機
関
間
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

を
強
化
し
て
い
き
、
今
後
は
Ｉ
Ｔ
も

活
用
し
情
報
提
供
に
努
め
た
い
。

市の借金を減らし、新しい市政発展を求む
山本ひとみ議員（下水道事業、水道事業
会計には賛成、その他の会計に反対）

平成16年度武蔵野市決算のうち、一般
会計、国民健康保険・老人保健（医
療）・介護保険の三特別会計には反対、
下水道事業及び水道事業会計には賛成
する。市民の高い担税力に支えられた
財政状況を考えれば、速やかに市の借
金を減らしていくべきだ。しがらみに
とらわれない新しい市政発展のため、
入札制度改革や、農水省跡地の新公共
施設規模縮小などの更なる行財政改革、
中学校給食実施等の子育て支援につい
て要望する。

バランスのとれた財政と
質の高い行政サービスを評価

田辺あき子議員（賛成）
市議会公明党を代表し、平成16年度武
蔵野市決算及び水道事業会計決算に賛
成する。市税32億円の減収という厳し
い財政状況の中、限られた財源の適正
配分、支出の効率化など内部努力の成
果が十分反映されている。市政センタ
ー夜間窓口の継続、各種がん検診の推
進、学校給食の充実などを要望し、バ
ランスのとれた経営状況と質の高い行
政サービスの持続可能な極めて健全な
行政経営が行われていると高く評価す
る。

高齢者世帯の負担は限界
梶　雅子議員

（一般会計に反対、その他の会計に賛成）
日本共産党武蔵野市議団を代表し、平
成16年度武蔵野市一般会計決算に反対
し、4特別会計及び水道事業会計決算
に賛成する。ごみの有料化を実施した
が、ごみ総量は減っていない。市民の
協力で分別の徹底を図り、ごみの有料
化は考え直していくべき。国や都の改
悪の押しつけで、高齢者の負担は限界。
暮らしを守ることに全力を尽くすべき
自治体がその任務を果たさず、生活に
かかる負担増を押しつけた一般会計決
算に反対する。

限られた財源で最大の効果を評価
さらなる発展を期待する

近藤和義議員（賛成）
自由民主クラブを代表し、16年度武蔵
野市決算及び水道事業会計決算に賛成
する。市民自らに安心のまちづくりを
意識させた市民安全パトロール隊の発
足を初め、その他多くの施策･事業が
市税減収の限られた財源の中で大きな
成果を上げている。高く評価し、さら
なる発展を期待する。今後は魅力ある
吉祥寺づくり、ムーバス導入を含めた
中央圏の都市整備、0123事業の西部地
区への拡大など新たな事業展開を期待
する。

政策の実施にあたって市民の意見を
十分に反映するよう求める

砂川なおみ議員（賛成）
民主・市民ネットを代表し、平成16年
度武蔵野市決算及び水道事業会計決算
に賛成する。歳出、歳入ともに前年を
上回っているとはいえ、個人住民税が
減少している中で、税金をどう有効に
使うか、さまざまな立場の市民の意見
を政策にどう反映するのか考える必要
がある。福祉、子育て、教育、文化、
市民生活、環境等のさまざまな面で課
題がある。行政と市民1人1人との信頼
関係に基づく、つながりの仕組みを築
いていくよう要望する。

厳しい税収見通しの中
もっとスリムな市政運営を

三宅英子議員
（一般会計に反対、その他の会計に賛成）
むさしのリニューアルを代表し、平成16
年度武蔵野市一般会計決算に反対、４特
別会計及び１企業会計決算に賛成する。
今後の高齢化・団塊世代の退職等により
個人市民税の減少が予測されるが、答弁
に危機感や市政をスリムにする意欲は乏
しい。また、他自治体にない専門委員制
度のあり方にも問題がある。これまで求
めてきたわかりやすい決算書・資料作成
も実施されず、市民への説明責任として
これらの作成を強く求める。

次世代を担う若者たちへの
環境整備を求む

桑津昇太郎議員（賛成）
市議会市民クラブを代表し、平成16年
度武蔵野市決算及び水道事業会計決算
に賛成する。国内景気の低迷が続く中、
限られた財源を効率的、効果的に配分
し、市民福祉の向上に努められたと評
価する。重点的施策である市民生活の
安心・安全、大野田小校舎建てかえ、
環境、高齢者福祉、子ども施策等も着
実に行われた。今後も市民の満足度の
向上や、次世代を担う若者たちの環境
づくりの充実等をお願いし、本決算に
賛成する。

9月29日の本会議で、7人の議
員から「平成16年度武蔵野市決
算の認定について」と「平成16
年度武蔵野市水道事業会計決算の
認定について」の議案に対する討
論が行われました。

シ
ニ
ア
活
力
ア
ッ
プ

推
進
事
業
の
成
果
は

ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ

事
業
に
新
た
な

経
営
努
力
が
必
要

ム
ー
バ
ス
新
路
線
の

調
査
ど
の
よ
う
に

総
括
質
疑

歳
　
　
入

民
　
生
　
費

決算に対する

討論

平成16年度一般会計 歳入歳出決算額内訳

決
算
特
別
委
員
会
で
の
審
査
の
様
子

歳　出 
607億9334万円 

歳　入 
636億4591万円 

繰入金  
47億4355万円 
（7.5%） 
国庫支出金 
47億8180万円 
（7.5%）  

市　債  
69億6300万円 
（10.9%） 

市　税 
342億4953万円 
（53.8%）  

諸支出金  
15億5363万円（2.5%）  

消防費  
21億937万円（3.5%）  
 

衛生費 
53億2843万円 
（8.7%） 

土木費 
71億272万円 
（11.7%）  

教育費 
86億4502万円 
（14.2%） 

総務費 
113億6508万円 
（18.7%） 

民生費 
162億3030万円 
（26.7%） 

平成17年3月31日現在 
人口　132,515人  
世帯　67,809  世帯 
 

その他  9億1966万円（1.6%） 

公債費 
75億3913万円 
（12.4%） 

使用料及び手数料   

諸収入   

地方譲与税 

その他 

15億6016万円（2.5%） 

7億1681万円（1.1%） 

4億7539万円（0.8%） 

12億5242万円（1.9%） 

繰越金       

地方消費税交付金       

地方特例交付金       

都支出金      

18億5960万円 
（2.9%） 

18億9550万円 
（3.0%）  

19億3971万円 
（3.1%） 

32億844万円 
（5.0%） 
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第3回定例会で、1日目の9月2日、市政全般について7名の議員が一
般質問を行いました。この中から質問項目を要約して掲載します。詳
しくは、各市立図書館、各コミュニティセンター、市役所の市政資料
コーナーに置いてある会議録（11月下旬発行予定）、または武蔵野市
議会ホームページの会議録検索（第3回定例会分は11月21日登録予
定）でご覧いただけます。

詳しい内容はこちらのアドレスから検索いただけます。

http://asp.db-search.com/musashino-c/

さらなるアスベスト対策の
充実を求める

砂川なおみ議員
問 現行のアスベスト関係の規制では、ア
スベスト使用が不明の民間の小さい住宅等
への対応が不十分ではないか。
答 全体的に調査を実施するような規制は
国や都レベルで行うべきことで、市は現行
制度の中でしか対応できない。
問 大野田小学校旧校舎の解体工事の際の
アスベスト調査はどのように行ったのか。
答 建築物の建築年次、種類、規模などか
らアスベスト使用の可能性について確認し
た後、設計図書の調査、アスベスト含有製
品リストの照会を行い、建材採取などの現
場調査を行った。

10兆円ものサラリーマン増税
に反対の声を

山本ひとみ議員
問 政府税制調査会は各種控除や定率減税
の減少・廃止等を打ち出した。サラリーマ
ン家庭への打撃であるだけでなく景気回復
に逆行すると考えるが、①市財政への影響
は②国に対し反対の意思表示をすべきでは。
答 ①まだ具体的に示されておらず、予測
は不可能だ②都市財源拡充としての市税増
収という一面もあり、考えていない。
問 市民大運動会は、楽しみにしている方
もいる一方、参加者集めを負担に感じる方
もいる。規模や内容等を見直すべきでは。
答 実行委員会を通じて毎年見直している。
このほか吉祥寺駅南口・女子大通りの道

路の安全対策等について質問がありました。

PTA活動から保護者の漫画家を
排除する動きが見られたのは異常だ

大野まさき議員
問 市立学校保護者のある漫画家に、学校
側が学校を描かぬよう伝えたことが、他の
保護者に伝わったと聞く。問題ではないか。
答 学校側より情報を伝えた事実はない。
信頼関係を築きつつ、解決を働きかけたい。
問 介護保険制度改正で、①施設の利用者
が負担区分で公平性を欠く恐れはないのか
②市民向け説明会実施の意向はあるのか。
答 ①不公平になるとは想定していない。
その恐れがある場合、その都度対応したい
②全体的な説明会でなく、制度改正のお知
らせを発送するなど、個別に対応している。
このほか、地域施策の少子化への影響、

地域防災についての質問がありました。

吉祥寺駅周辺の
防災対策について

梶　雅子議員
問 発災時の吉祥寺駅周辺における不特定
多数の人々の避難誘導の体制を確立するこ
とが急務であるが、所見を伺う。
答 平時からの啓発活動や避難場所の案内
表示の設置、発災時には非常放送などの対
策を行う。また来年度、地域防災計画の見
直しを行う中で、帰宅困難者問題、繁華街
対策についても改めて検討する。
問 アスベスト対策の一環として、市民が
相談しやすい総合窓口を市役所内に設置す
ることを求めるがいかがか。
答 安全対策課が相談窓口になっている。
具体的な相談に対しては専門的な知識が必
要であるため、専門機関を紹介していく。

行財政改革の成果
数値目標の設定を

川名ゆうじ議員
問 市が過去10年間に行った行政改革によ
るコスト削減額は概算でどの程度か。
答 平成8年度より実施している職員定数
適正化計画等によって、16年度までに人件
費9億600万円、事務事業の見直しで18億
6,200万円、経費節減で2,900万円削減した。
問 ①桜野小学校北校舎の今後の活用方法
は②旧桜堤小学校の活用の検討状況は。
答 ①同校学区域では児童数の増加に伴い
学級増が見込まれ、現在の会議室や倉庫の
代替場所としての活用を検討している②現
在東校舎1階の陶芸室と4階を市民に開放し
ており、十分活用されていると考えるが、
今後も検討していきたい。

市長と市職員の適切な
関係について

三宅英子議員
問 市職員は市長との関係において公私の
区別をつけることが重要であると考えるが、
①昨年、前市長が個人名で出版した本の取
り扱いを市内書店へお願いする文書を助役
名で送付したこと等は適切と言えるか②助
役や元市の幹部が前市長の後援会に多額の
寄付を行っていることをどう考えるか伺う。
答 ①市長という立場で発刊したものであ
り、本市の施策について市民に紹介すると
いう点で適切だと判断した②一個人の考え
方に基づいて寄付やカンパをすることに何
ら問題はないと考える。
このほか、市民意見募集の手続き等につ

いての質問がありました。

国保運協会長選挙で
事務のミスを質す

本間まさよ議員
問 国民健康保険運営協議会の会長、会長
代行の選任にあたり、①市は運営協議会の
委員には立候補を募らず、内々での話し合
いを正式決定としたこと②会長等の変更の
文書を公益委員である市議会議員には送付
しなかったことなど、今回の選任方法には
大きな問題があるが、市の見解を伺う。
答 ①公益委員の話し合いの場で立候補が
あったものと理解している②会長等の選任
について、公益委員には既に周知されてい
ると判断し文書の送付を省略したが、確認
が不十分だった。
このほか、武蔵境駅南口周辺の自転車対

策の質問がありました。

●市内6カ所目となる在宅介護支援センターが10月1日に開
所しました（住所：吉祥寺本町4－20－13）。業務は、①総
合相談（担当地域：御殿山2丁目、吉祥寺本町全域）②デイ
サービス③緊急一時ショートステイ④喫茶サービスです。
問い合わせは、吉祥寺本町在宅介護支援センター（TEL23-
1213）へ

●床上浸水が64件など、市内全域に被害があった9月4日の
記録的な大雨のため、都立武蔵野中央公園のはらっぱに池
ができ、水鳥が泳いでいました。
（9月5日朝、椎名徳男さん撮影）

●
７
月
24
日
、
武
蔵
野
市
の
基
幹
ビ
オ
ト
ー
プ
と
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て
「
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し
の
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然
観
察

園
（
北
町
ビ
オ
ト
ー
プ
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が
開
園
し
ま
し
た
（
吉
祥
寺
北
町
３-

12
）。
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
「
武
蔵
野
自
然
塾
」
の
ス
タ
ッ
フ
に
よ
っ
て
園
内
で
育
て
ら
れ
た
生
き
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は
保
育
園
や
各
学
校
ビ
オ
ト
ー
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に
提
供
さ
れ
ま
す
。

※一般質問とは、議員がその属する地方公共団体の行政全般にわたり、執行機関に対し、事務の状況及び将来に
対する方針等について所信を質し、あるいは報告を求め、または疑問を質すことをいいます。



武蔵野市議会では、議会運営の迅速化、効率化

を図り、市議会をより市民にわかりやすく、身近

なものにするため、議会運営委員会、各会派代表

者会議、議会広報委員会の3つの委員会で議会改革

の検討を開始しました。

初回は各会派、会派に属さない議員、議長から

それぞれ「改革案」が提出され、趣旨説明が行わ

れました。また、他市（多摩地域25市）の状況につ

いて調査を行いました。今後、これらを参考に、

左右の改革事項について具体的な検討を進めてい

きます。

今年度中に、改革の方向性を発表する予定です。

議会改革の検討は、議会運営委員会・各会派代

表者会議は月2回、議会広報委員会は月1回程度開催

されます。詳しい日程はホームページにて掲載し

ます。

なお、議会改革に関わる部分は、傍聴できます

ので詳しくは、議会事務局（TEL60-1883）までお問

い合わせください。

武蔵野市の行っている施策は、全国の自治体等から多くの行政視
察を受けています。平成16年のデータをもとに、様々な自治体
関係者から視察希望の多い施策をご紹介します。

行政視察で訪れる団体を地域別

に見てみると、近畿地方や九州

地方、中部地方からの視察が多

いことがわかります。また、視

察項目のランキングでは子育て

施策や福祉施策の人気が高くな

っています。

8月3日から5日にかけて、本市市議会議員18名が、友好都市の山形県酒田市、岩
手県遠野市を訪問しました。両市市議会との交流会を初め、酒田市では歴史的建造
物の山居倉庫や土門 記念館などを、遠野市では遠野ふるさと村などを視察し、
家族ふれあい自然体験で遠野市を訪れていた本市市民との交流も行いました。

●遠野自然ふるさと村を訪問する議員団一向

武蔵野市市制施行45周年を記念し
て、昭和62年に姉妹都市盟約を締
結した長野県豊科町は、本年10月
1日から3つの町と2つの村が合併
して、新たに「安曇野

あ づ み の

市」としてス
タートしました。これに先立つ9月
25日には、豊科町の閉町式が行わ
れ、古田土市長職務代理者、山下議
長が出席しました。

●豊科町からは、武蔵野市との友好を記念してあ
づみのガラス細工の置物が贈呈されました。写真
は、贈呈を受け、あいさつを行う古田土市長職務
代理者（上）と、いただいたガラス細工（左）。

▲0123はらっぱ

▼ムーバス
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武蔵野市の視察受け入れ状況

●
今
で
も
現
役
の
農
業
倉
庫
と
し
て
使
わ
れ
て
い

る
酒
田
市
の
山
居
倉
庫

8月22日、友好都市・山形県酒田市より阿部與士男
よ し お

市議会議長が本市を訪問され
ました。酒田市をはじめ各姉妹・友好都市の物産品の販売、PR、観光情報の発信
を行う、アンテナショップ「麦わら帽子」を視察されました。

合計 
86団体 
 

九州地方 
（沖縄県を含む） 
17団体 

1位 

北海道  
3団体 8位 

関東地方  
15団体 3位 

東北地方  
4団体 7位 

近畿地方  
17団体 1位 

中国地方  
9団体 5位 

中部地方  
15団体 3位 四国地方  

6団体 
 

6位 

1位 0123吉祥寺・はらっぱ 13件

2位 ムーバス 12件

3位 子育て支援全般 10件

4位 テンミリオンハウス 9件

5位 子育てSOS支援センター・介護保険制度 7件

その他の施策 72件

合計 123件

■視察項目別

■地域別

※コミュニティ行政、アンテナショップ、
学校ビオトープなど　

議会運営委員会
1 全般的事項に関すること

2 日程に関すること

3 諸報告に関すること

4 施政方針に関すること

5 一般質問に関すること

6 議案の上程、質疑に関すること

7 議員提出議案に関すること

8 請願・陳情に関すること

9 委員会・委員長報告に関すること

10 採決に関すること

11 会議録に関すること

12 その他

始まる議 会 改 革 検 討
各会派代表者会議

1 パソコン・インターネット等機器の
使用に関すこと

2 市政調査研究費に関すること

3 会議室の使用に関すること

4 議会図書室に関すること

5 情報公開に関すること

6 その他

議会広報委員会
1 議会だよりに関すること

2 武蔵野市議会ホームページに関すること

3 議会中継に関すること

●
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
「
麦
わ
ら
帽
子
」
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議案の審議（可決等）結果一覧 

第2回臨時会
【市長提出議案等（2件）】
● 専決処分の承認を求めることについて（平成17年度武蔵野市一般会計補正予算(第2回)）

………………………………………………………………………………………………承認（全会一致）
※衆議院議員選挙のための補正予算（総額5,736万7,000円を予算に追加）の専決処分の承認を求める
もの。

● 市長の退職の期日に関する同意について ……………………………………………………同意（全会一致）

第3回定例会
【市長提出議案（13件）】
● 専決処分の承認を求めることについて（平成17年度武蔵野市一般会計補正予算（第3回））

……………………………………………………………………………………………承認（全会一致）
※武蔵野市長の退職に伴う市長選挙のための補正予算（総額5,246万8,000円を予算に追加）の専決処
分の承認を求めるもの。

● 武蔵野市非常勤消防団員等公務災害補償条例の一部を改正する条例 ……………………可決（全会一致）

● 武蔵野市手数料徴収条例の一部を改正する条例 ……………………………………………可決（全会一致）

● 武蔵野市高齢者福祉総合条例の一部を改正する条例… ……………………………………可決（全会一致）

● 武蔵野市立老人介護支援センター条例の一部を改正する条例 ……………………………可決（全会一致）

● 武蔵野市介護保険条例の一部を改正する条例 ………………………………………………可決（賛成多数）

● 東京市町村総合事務組合規約の一部を改正する規約 ………………………………………可決（全会一致）

● 東京高等裁判所平成17年（ネ）第1919号所有権確認請求控訴事件に係る和解について
………………………………………………………………………………………………可決（全会一致）

● 市道路線の認定について ………………………………………………………………………可決（全会一致）
※境3丁目の市道第306号線の認定を求めるもの。

● 市道路線の認定について ………………………………………………………………………可決（全会一致）
※境3丁目の市道第307号線の認定を求めるもの。

● 平成17年度武蔵野市介護保険事業会計補正予算（第1回）…………………………………可決（全会一致）

● 平成16年度武蔵野市決算の認定について ……………………………………………………認定（賛成多数）

● 平成16年度武蔵野市水道事業会計決算の認定について ……………………………………認定（全会一致）

【諮問（3件）】
● 人権擁護委員候補者の推薦につき意見を求めることについて ………………………異議なし（全会一致）
※人権擁護委員、上杉泰顯氏の任期満了に伴い、再度候補者として推薦することについて議会の意見を
求めるもの。

● 人権擁護委員候補者の推薦につき意見を求めることについて ………………………異議なし（全会一致）
※人権擁護委員、多古義信氏の任期満了に伴い、再度候補者として推薦することについて議会の意見を
求めるもの。

● 人権擁護委員候補者の推薦につき意見を求めることについて ………………………異議なし（全会一致）
※人権擁護委員、河北祐子氏の任期満了に伴い、再度候補者として推薦することについて議会の意見を
求めるもの。

【議員提出議案（1件）】
● 私立小・中学校就学者に対する教育費助成に関する意見書 ………………………………可決（全会一致）

●規　　格 ：六つ切（紙焼き）、カラー。二重応募（他
のコンテスト等に応募した作品の応募）
は禁じ、未発表・未公開のオリジナル作
品に限ります。写真は編集上、トリミン
グすることがあります。また、応募され
た作品は返却できませんのでご了承くだ
さい。

●内　　容 ：武蔵野市内の風景（明らかに人物を特定でき
る場合は、ご本人の了承を得てください）。

●審　　査 ：議会広報委員会が審査します。
●発　　表 ：採用された作品は、2月1日発行の市議会

だよりに掲載します。
※賞品等はありませんのでご了承ください。

●著 作 権 ：作品の著作権は製作者本人に帰属します。
ただし、6カ月間、他媒体での発表等をご
遠慮いただくことを、作品採用の条件と
いたします。

●期　　限 ：12月16日（金）当日消印有効
●添付書類 ：撮影者の住所・氏名・年齢・電話番号・

撮影年月日・撮影場所・作品名を写真裏
面に記載し、郵送にてご応募ください。
なお、採用された場合、後日作品のコメ
ントをいただくことがあります。

●宛　　先 ：〒180-8777 武蔵野市緑町2-2-28
武蔵野市議会事務局　市議会だより係

●問い合せ：40422-60-1883

■
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る
教
育
費
助
成

に
関
す
る
陳
情

■
意
見
付
き
採
択

・
建
築
審
査
会
裁
決
に
基
づ
く
実
施
内
容
公
表
に
関
す
る
陳
情
（
※
）

■
継
　
続

・
「
浜
岡
原
発
震
災
」
に
お
け
る
子
ど
も
と
妊
婦
の
た
め
の
放
射

能
災
害
対
策
に
関
す
る
陳
情

・
障
害
を
持
つ
子
ど
も
た
ち
の
学
童
ク
ラ
ブ
入
所
資
格
の
緩
和
に

関
す
る
陳
情

・
旧
農
水
省
跡
地
利
用
計
画
に
つ
い
て
市
民
へ
の
説
明
会
開
催
に

関
す
る
陳
情

・
農
水
省
跡
地
利
用
施
設
事
業
に
か
か
わ
る
議
論
・
検
討
に
関
す

る
陳
情

・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
新
路
線
に
関
す
る
陳
情

・
第
３
期
介
護
保
険
計
画
策
定
に
関
す
る
陳
情

・
武
蔵
野
市
長
が
内
閣
総
理
大
臣
に
、「
市
民
の
生
命
を
守
る
た
め

一
刻
も
早
く
浜
岡
原
発
全
基
を
止
め
よ
」
の
要
請
を
提
出
す
る

こ
と
に
関
す
る
陳
情

・
法
政
大
学
第
一
中
・
高
等
学
校
移
転
後
の
記
念
講
堂
及
び
テ
ニ

ス
コ
ー
ト
取
得
に
関
す
る
陳
情

・
法
政
大
学
第
一
中
・
高
等
学
校
記
念
講
堂
及
び
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

に
関
す
る
陳
情

（
※
）
は
継
続
審
査
と
な
っ
て
い
た
も
の
で
す
。

議会ダイヤル 
自由民主クラブ 460-1884 651-9444

民主・市民ネット 460-1889 651-9587 

市議会市民クラブ 460-1885 651-9445 

市議会公明党 460-1887 651-9479 

日本共産党武蔵野市議団 460-1888 651-9485 

むさしのリニューアル 460-1890 651-9604 

無会派議員（第7控室） 460-1886 651-9469 

無会派議員（第8控室） 460-1909 651-9629

議会ダイヤル 

TEL 0422-60-1883
E-Mail OFC-GIKAI@city.musashino.lg.jp
HomePage http://www.city.musashino.tokyo.jp/assembly/

議会事務局 
◎議会だよりへの御意見、御要望をお聞かせ下さい。 

第3回定例会で可決された意見書は1件
で、政府・都へ提出されました。その要
旨は次のとおりです。

政
府
・
都
へ

私
立
小
・
中
学
校
就
学
者
に
対
す
る

教
育
費
助
成
に
関
す
る
意
見
書

国
民
の
ひ
と
し
く
教
育
を
受
け
る
権
利

は
憲
法
に
認
め
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
、
児

童
生
徒
は
自
分
の
個
性
に
合
っ
た
学
校
を

選
び
、
学
習
す
る
権
利
が
あ
り
ま
す
。
現

代
は
、
国
際
化
と
価
値
基
準
の
多
様
化
が

進
み
、
次
の
世
代
を
担
う
児
童
生
徒
に
は

個
性
を
伸
ば
す
た
め
の
教
育
の
重
要
性
が

指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
建
学
の

精
神
に
沿
い
、
独
自
の
教
育
を
展
開
し
て

い
る
私
立
学
校
が
こ
う
し
た
意
味
で
も
求

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
い
ろ
い
ろ
な
理
由
か
ら
一
般
の

公
立
学
校
に
入
り
が
た
い
児
童
生
徒
も
い

ま
す
。
身
体
的
、
知
的
な
ハ
ン
デ
ィ
キ
ャ

ッ
プ
か
ら
、
よ
り
き
め
細
や
か
な
教
育
を

望
む
場
合
に
も
私
立
学
校
が
大
き
な
役
割

を
果
た
し
て
お
り
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
社
会
経
済
は
い
ま
だ

に
低
迷
を
続
け
、
私
立
小
・
中
学
校
に
就

学
さ
せ
て
い
る
父
母
に
と
っ
て
学
費
負
担

は
著
し
い
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。
法
の

下
の
平
等
の
原
則
か
ら
も
、
児
童
生
徒
に

十
分
な
教
育
を
受
け
さ
せ
る
意
味
か
ら
も
、

教
育
費
助
成
の
重
要
性
が
う
か
が
え
ま
す
。

貴
職
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
上
記
の
実

情
を
御
考
察
さ
れ
、
私
立
小
・
中
学
校
就

学
者
に
対
す
る
教
育
費
の
助
成
措
置
を
講

じ
ら
れ
る
よ
う
強
く
要
望
し
ま
す
。

（
財
務
大
臣
・
文
部
科
学
大
臣
・

東
京
都
知
事
あ
て
）

見
書

意

古紙配合率100％再生紙を使用しています 

１面写真募集要領　 次回の締切12月16日

邑上守正
む ら か み も り ま さ

氏新市長に就任
土屋前市長の衆議院議員選挙出馬に伴い、武蔵野市長選挙

が10月9日（日）行われ、邑上守正
むらかみもりまさ

氏が新しい武蔵野市長に就

任しました。12月に開催予定の第四回定例会で、新市長の今

後4年間の施政方針演説と、それに対する各会派からの代表質

問が行われる予定です。

本会議の予定は、議会事務局までお問い合わせください。

◎With You は今回お休みいたします。

●市民や職員に迎えられ初登庁する邑上新市長


